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編集委員より

　かなり昔のことですが、ITUの会合でジュネーブにおり、街中を歩い

ているときでした。ふと気づくと住民とみられる人々が通りで空を見上

げています。「え、鳥？飛行機？まさかミサイル襲来？？」と、当時出張に

慣れておらず緊張していた私は不安になりました。近くにいた人に「何

事ですか？」と聞いてみると、「え～と、英語でなんて言うのかしら、太

陽が月と、こう…」と手振りを交えて説明してくれて、「あ、日食だ」と

合点がいきました。その人が観察用のフィルタを貸してくれて、少し欠け

た太陽を私も見ることができました。珍しい現象に偶然出会えて嬉しかっ

たことを覚えています。

　その後、2012年5月20日には日本で金環日食とメディアでも報道され、

小学校が登校前に観察会を予定するなど盛り上がり、私もミーハー心か

ら観察用メガネを手に入れて、好天に恵まれて出勤前に見ることができ

ました。観察用メガネがあると、使う機会を伺うようになります。2016年

3月のタイでのAPT会合中に東南アジアの洋上で皆既日食があり、タイ

で部分日食が見られることが事前に分かり、メガネを荷物に入れました。

朝、会合前にホテルの玄関に出て、何人かの方と一緒に観察することが

できました。今年の6月にも部分日食がありましたね。日曜日で勤務時

間の制約がなく、ステイホームだけど家の近所からも観察できる、と条

件がそろっていても、曇天で見ることはできませんでした。偶然見られ

る・見られないがあることも面白く思えるものですが。

　日食の情報は、国立天文台のHPにもあります。日本では、次は2023年

4月20日に九州南部などで若干欠けるそうです。その時、どこにいるでしょ

うか。2030年は北海道で金環日食、2035年は皆既日食だそうです。そ

れまでにも、世界の他の地域で日食があります。その頃には出張や旅行

はどうなっているでしょう。天気の条件もそろって見ることができるでしょ

うか。
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編集後記

　この頃日本に天災が増えているのでは、と感じている方は多

いのではないでしょうか。実際のところ、我が国の自然災害の発

生件数と被害額は、増減はありつつも、この数十年増加傾向に

あります。

　また現在は、COVID-19の流行により、災害時の避難所にお

ける感染リスクは高く、いかに対策を取るかが、喫緊の課題となっ

ております。

　以前より、ICTの利活用による防災・減災は、その研究が重ね

られており、技術も進化しております。自然災害が発生した場合

にICTを利用し、どのような避難行動が取れるのか、避難後にど

う生活をしていけるのか。本号の特集、「防災・減災に貢献した

ICT技術」、ぜひご一読ください。
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